
作成日：2022年12月24日

エコアクション21

環境経営レポート
対象期間（2021年11月1日～2022年10月31日）

大泉建設株式会社

1



3

4

5

6

7

8

12

13

14

7．環境関連法規法等の遵守状況

8．代表者による全体評価と見直し、指示

9．活動の取組状況

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

・・・・

5．環境経営計画

6．環境活動の実績と評価

目次

1．組織の概要

2．実施体制

3．環境経営方針

4．環境経営目標

2



事業者名 大泉建設株式会社

代表者氏名 小泉　國雄

所在地 本　　　　社：青森県上北郡六ケ所村大字倉内字笹崎1157

再処理事業所：青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字弥栄平1-5

環境管理責任者 戸田　慎也

連絡担当者 小野　聖也

TEL：0175-74-2468　FAX：0175-74-2368

E-mail：seiya.o@daisen-ken.jp

設立

主な事業内容 土木工事業、建築工事業、解体工事業

事業の規模 単位

人

㎡

事業年度 11月1日～翌10月31日

レポート運用期間 2021年11月1日～2022年10月31日

認証範囲 本社（サイト認証）

再処理事業所については、現地調査が困難な施設内に存在するため

認証範囲外とする。

1．組織の概要

1988年5月20日

2022年

247

685.06

活動規模

従業員数

本社面積

2020年

236

685.06

2021年

252

685.06
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内を

認証範囲する

（サイト認証）

・当事者意識を持ち環境活動に取り組む ・決められたことを決められた通りに行動する

担当者 兼 事務局

各部門

・環境経営システムの事務管理全般 ・活動内容の記録、集計

・外部の苦情や意見の対応 ・関連文書作成、管理

・環境活動レポートの作成、公開

・環境経営目標、環境経営計画の策定と実施 ・緊急事態の訓練の実施

・社内教育の実施

環境管理責任者

・法令、規則管理

・EA21の内部監査執行

・環境経営システムの構築、実施、管理、報告

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境管理責任者を任命

・環境経営目標・環境経営計画を承認

・EA21に関する業務管理全般、承認及び回覧

・環境経営全般における統括責任

・環境経営方針の策定と従業員への周知

・実施体制の構築

・全体の評価と見直し

2．実施体制

代表者

EA21内部監査役

事業責任者

資材置き場土木建築現場

再処理事業部

役割、権限、責任

EA21内部監査役

事業責任者

環境管理責任者担当者　兼　事務局

総務部建設事業部

代表者
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≪基本理念≫

≪行動指針≫

　当社は、以下の行動指針を全うすることで基本理念の実現を目指します。

　1．環境負荷を軽減します。

　　①節電やエコドライブの実施により、二酸化炭素排出量を削減します。

　　②廃棄物の３Ｒを意識し、一般廃棄物量の削減を推進します。

　　③日常的な節水に努め、水使用量の削減に努めます。

　　④適正な使用と在庫管理により、化学物質使用量を管理します。

　2．環境に関わる法律、規則等を遵守します。

　3．環境負荷を考慮した経営資源を積極的に利用します。

　4．環境経営システムの維持向上に努めます。

　5．人の成長が企業の成長であると考え、従業員の技能向上を推進します。

制定日：2021年1月1日

改定日：2021年7月1日

大泉建設株式会社

代表取締役　小泉　國雄

3．環境経営方針

　大泉建設株式会社は、土木工作物や建築物を通じて地域発展と未来への街づくりを目指すこと

を基本理念として、継続的な環境負荷の軽減に取り組み、地域社会に生きるすべての方々と寄り

添い、伴走していける地球環境保全活動に貢献して参ります。
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単位 ％ ％ ％

-1%

ー - -1%

0%

ー 0% -1%

※二酸化炭素排出係数は、東北電力（株）の調整後排出係数0.528kg-CO2/kWh（2019年）を使用。

水資源 水使用量 ℓ

環境に配慮した施工を推進し、定期的に取組状況を確認する

化学物質 ー 管理確認 適正管理 適正管理
含有製品の

管理

環境に配慮

した施工の

推進

ー

ー

1,132 1,121 -1% 1,109 -2% 1,098 -3%

自らが施工・販売・

提供する製品の環境

性能の向上及びサー

ー

-3%

674 674

ー ー 1,160 1,125

2022年度より目標値変更

188,648 -1% 186,742 -2% 184,837190,553

88.7 2% 89.6 3%

-2% 22,529

項目 目標値 目標値 目標値

一般廃棄物量 kg

3,087,193 ー 3,055,752

灯油

使用量

895,491 -2% 886,353 -3%

廃棄物
建設リサイ

クルの推進

（再資源化率）

％ 87.0 87.9 1%

CO2

合計排出量

kg-

CO2
3,112,625 3,081,499 ー

二酸化炭素
軽油

使用量
ℓ 913,766 904,628 -1%

ℓ

115,676 114,519

ー ー 127,941

ガソリン

使用量
ℓ

基準値

2022年度より目標値変更

129,233

-3%
電気

使用量
kWh 23,226 22,994 -1% 22,761

4．環境経営目標

2021年度 2022年度 2023年度

2019年11月

～

2020年10月

2020年11月～

2021年10月

2021年11月～

2022年10月

2022年11月～

2023年10月

環境経営目標

基準年度
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小野 通年

経営における課題

とチャンスへの取

組の推進

稼働効率の改善(5S活動等）

騒音・振動等環境に配慮した施工

鉄板敷設など土砂飛散防止

定期点検整備の実施・確認

ー

現場及び事務所周辺の清掃活動の実施

地域の環境イベントへの協力・参加

CPD、CPDS等の取組

資格取得の推進・支援

通年

自らが施工・販

売・提供する製品

の環境性能の向上

及びサービスの改

善

環境に配慮した施

工の推進
小野 通年

化学物質含有品の

管理
化学物質含有品

使用方法、使用量の順守

適正在庫の維持
小野

水使用量の削減 水道水
社内への節水喚起

漏水の定期点検
小野

ポスターの掲示

社用車へのレコーダー搭載

社用車での上限スピード監視

小泉

一般廃棄物

小野

建設リサイクルの

推進（再資源化

率）

廃棄物量の削減

適正なコピー数量の順守

OA紙裏面の有効活用

データ媒体への順次移行

廃棄物の適正処理

通年

毎月

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

該当期

随時

通年

随時

5．環境経営計画

期間

通年

休憩時間中の照明消灯 通年

二酸化炭素排出量

の削減

電力

化石燃料

責任者実施項目

無人箇所の照明消灯

OA機器の省電力設定

空調の基準温度設定

LED照明の随時導入

戸田

アイドリング停止の推進
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（1）数値実績

単位 判定

※二酸化炭素排出係数は、東北電力（株）の調整後排出係数0.528kg-CO2/kWh（2019年）を使用。

※判定　○：目標達成、×：目標未達成

項目

2022年度

○

×140,758 109%

電力使用量

ガソリン使用量

kWh

ℓ

○

廃棄物

水使用量

化学物質

自らが生産・販売・

提供する製品の環境

性能の向上及びサー

環境に配慮した施工

の推進
― 環境に配慮した施工を推進し、定期的に取組状況を確認する ○

含有品の適正管理 ― 適正管理 適正管理確認 ―

98.5 111% ○

水道水 ℓ 1,109 811 73% ○

一般廃棄物

建設リサイクルの

推進

kg

％ 88.7

1,160 1,419 122%

×

×

×

○56%

160%軽油使用量 ℓ

3,087,193 4,296,078 139%

186,742 104,219

kg-

CO2

6．環境活動の実績と評価

129,233

灯油使用量 ℓ

二酸化炭素

目標 実績 目標比

22,761 18,892 83%

CO2合計排出量

895,491 1,434,124
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（2）行動実績

評価

△

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

※評価

　○：取り組んでいる　　△：ある程度取り組んでいるがさらに必要　　×：取り組んでいない

○

経営における課題

とチャンスへの取

組の推進

現場及び事務所周辺の清掃活動の実施

小野 通年
地域の環境イベントへの協力・参加

CPD、CPDS等の取組

資格取得の推進・支援

ー

小野 通年
騒音・振動等環境に配慮した施工

鉄板敷設など土砂飛散防止

定期点検整備の実施・確認

自らが施工・販

売・提供する製品

の環境性能の向上

及びサービスの改

善

稼働効率の改善(5S活動等）

環境に配慮

した施工の

推進

小野

二酸化炭素

排出量の削減

廃棄物量の削減

水使用量の削減

化学物質含有品

の管理

廃棄物の適正処理

社内への節水喚起

電力

化石燃料

社用車での上限スピード監視

一般廃棄物

建設リサイ

クルの推進

（再資源化

率）

適正なコピー数量の順守

OA紙裏面の有効活用

責任者

戸田

小泉

小野

無人箇所の照明消灯

休憩時間中の照明消灯

OA機器の省電力設定

空調の基準温度設定

LED照明の随時導入

アイドリング停止の推進

ポスターの掲示

社用車へのレコーダー搭載

実施項目

水道水

随時

通年

小野

通年

データ媒体への順次移行

漏水の定期点検

使用方法、使用量の順守

適正在庫の維持
化学物質

通年

通年

期間

通年

通年

通年

該当期

随時

通年

通年

通年

通年

通年

毎月

通年
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（3）分析、評価、次年度の目標と取組

電力使用量（kWh） ガソリン使用量（ℓ）

目標値 22,761 実績値 18,892 目標値 129,233 実績値 140,758

軽油使用量（ℓ） 灯油使用量（ℓ）

目標値 895,491 実績値 1,434,124 目標値 186,742 実績値 104,219

本年度が低い数値推移だったと判断し、次年度の目標数

値は変更せずに184,837ℓとする。取組内容についても

継続し、不必要な消費は避けていく。

分析と評価

年間目標に対して+11,525（109％）となり未達成。要

因は車両台数の増加と感染症対策による乗合制限が挙げ

られる。取組については問題は見られなかった。

次年度の目標と取組

社用車での過負荷運転を無くすため、引き続き社内周知

を進めていく。目標値については次年度も継続とし、四

半期毎に差異理由を明確にしておく。

分析と評価

目標差+538,634（160％）となり未達成。軽油使用車両

と現場数の増加が主な要因である。未使用時のエンジン

OFFなどの取組は、現場にて確認できていた。

次年度の目標と取組

分析と評価

目標差▲82,523（56％）となり達成。前年実績と比較し

ても低く推移し、通年での取組に大きな問題は見られな

かった。

次年度の目標と取組

取組内容は変更しない。数値目標については年間で

794,235ℓとする。それに伴い使用量の測定方法を同時

に精査する。

次年度の目標と取組

環境経営目標及び環境経営計画の内容に則り、目標値は

22,529kWhとして、取組内容も継続とする。

分析と評価

年間目標に対して▲3,869（83％）となり達成。前年対

比で見ると実績は増加しており、要因は本社増築による

電気使用場所が増えたためである。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

目標値 実績値

0

50,000

100,000

150,000

目標値 実績値

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

目標値 実績値

0

50,000

100,000

150,000

200,000

目標値 実績値
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（3）分析、評価、次年度の目標と取組

一般廃棄物量（kg） 建設リサイクルの推進（％）

目標値 1,160 実績値 1,419 目標値 88.7 実績値 98.5

水使用量（ℓ） 化学物質含有品の適正管理

目標値 1,109 実績値 811 目標値 ー 実績値 ー

分析と評価 分析と評価

年間目標に対して+259（122％）となり未達成。要因は

本社常駐人物が増え、それに伴い全体の一般廃棄物量も

増加したため。ゴミの分別等の取組は問題なし。

2022年度は目標比+9.8％となり目標達成。要因はアス

ガラ/コンガラが再資源化されているためで、工事内容で

変動する項目だが結果は良好であった。

次年度の目標と取組 次年度の目標と取組

次年度は2022年度月別実績/本社常駐人数を目標値（月

間2.95kg）として管理していく。取組についてはデータ

媒体へのさらなる移行を推進していく。

次年度の目標及び取組は継続とする。

ー

目標値は1,098ℓで継続し、節水喚起を行っていく。
次年度以降も発注量の観察と、定期的な現場パトロール

にて使用管理状況を確認していくこととする。

分析と評価 分析と評価

年間目標に対して▲298（73％）となり達成。達成要因

のひとつに、トイレを自動水洗に変更したことが挙げら

れる。良好な結果だと評価している。

本年度に取り扱ったのは主に乳剤であり、工事毎に適正

量を発注し管理している事を確認した。

次年度の目標と取組 次年度の目標と取組

0

500

1,000
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目標値 実績値
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目標値 実績値
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200

400

600

800

1,000

1,200

目標値 実績値
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（1）当社に適用となる主な環境関連法規を抜粋

※評価　○：遵守できている、　×：遵守できていない

（2）環境関連法規への違反、訴訟などの有無

2022年12月1日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への違反はありません。

また、住民からの苦情や関係当局より違反等の指摘及び訴訟はありませんでした。

防火対象物使用開始届け

現場のお濁水の処理記録/測定記録

重機に関する国交省による規制認定

業の許可（都道府県知事）

行動制限の解除許可

制限基準値の遵守

制限基準値の遵守

車検証の管理

マニュフェスト管理

作業主任者の提示

○

○

その他地域協定、顧客要請

設計図書や特記仕様書

施工計画書等に則り順守

各環境配慮事項

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

7．環境関連法規の遵守状況

評価

○

○

建設業法

建設リサイクル法

許可更新、変更届提出

計画の届出

法令名等 遵守事項

騒音規制法

振動規制法

オフロード法

砂利採取法

河川法

道交法

廃棄物処理法

労働安全衛生法

消防法

水質汚濁防止法
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（1）全体の評価と見直し

（2）代表者による今後の指示

　　環境経営方針　…　変更なし

　　環境経営目標　…　実態に沿った数値を再設定すること

　　環境活動計画　…　変更なし

　　実施体制　　　…　変更なし

実施日　2022年12月20日

大泉建設株式会社

代表取締役　小泉　國雄

8．代表者による全体評価と見直し、指示

当社のエコアクション21における取組は2年目に突入し、環境マネジメントシステムもより潤滑に機能し始

めています。カーボンニュートラルやGXなど、クリーンエネルギーへの関心は世の中で一層高まりを見せ

ていくことが予想され、当社も現実と未来を見据え、出来ることから確実に行動していくことが肝要と考

えています。

また、青森県六ケ所村には日本原燃の再処理工場をはじめ、国家石油備蓄基地、日本有数の風力発電やメ

ガソーラー再生エネルギー関連施設、ITER関連施設などがあります。このような地域で事業活動を行うと

いうことは、必然的に環境配慮やクリーンエネルギーに関する視点を持ち合わせていなければ成り立ちま

せん。建設業に限りませんが事業にはリソースが必要となる中で、環境配慮の行き着く先を、そして目指

すべき理想像を探求していくことが企業に与えられたミッションだと思います。そのためにも、当社はエ

コアクション21の取組を通して継続的な環境負荷軽減活動を実施し、今後も地域と共生していける企業を

目指していきたいと思います。

主たる環境マネジメントシステムにおいて、以下のように指示をする。ただし、エコアクション21の取組

状況および実績に応じて改善の必要があると判断した場合、環境管理責任者は事業総括責任者を通じて対

策を取ることとする。
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9．活動の取組状況

使用資源削減に向けた取組

ドライブレコーダーによる

エコドライブの実施確認掲示物による意識向上

CSR活動

太平洋クリーンアップ作戦の様子

未来への街づくり

SDGsへの取組
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